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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本の子どもの40年間の精神発達の変化の特徴を明らかにすることを目的
とした。方法は2020年までに収集された3200の発達検査の資料の年齢別通過率や50％通過年齢を算出し過去のデ
ータと比較した。その結果、多くの課題では変化がなかったのに対し特定の領域は促進または遅延していた。例
えば「色の名称」課題では約12か月の促進が、「図形模写」課題では11か月、「折り紙」課題では6か月の遅延
が認められた。結果を研究論文や国際学会で報告した。また、2022年より変化の要因の究明のためヘルシンキ大
学と共同研究を行っている。さらに、子どもの発達研究について著書にまとめ2024年夏出版予定である。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate the developmental trends and changes in 
Japanese children over 40 years. Data were collected using standardized testing materials. 
Individual assessment data were gathered for 1026 and 1655 children, aged 1～13 years years old, 
from 1983 and 2020, respectively. We compared the “50%-passing ages” for each of the 115 items in 
both samples. Results are as follows. Many test items demonstrated minimal change; however, several 
items in various developmental areas reported remarkable acceleration, while others showed 
conspicuous delay. Particularly, for naming the four colors development was found to be accelerated 
by 12 months. However, development of the origami tasks by 3～6 months and development of copying 
figures had been delayed by 9～11 months. These developmental changes were attributed to rapid 
social and nurturance environmental changes. It may be essential to observe and understand these 
changes and support them better in the future.

研究分野：小児神経
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、我が国の子どもの40年間の発達の変遷について、多くの発達課題では変化が少ないのに対し、特定
の発達課題では発達の顕著な促進が、別の課題では顕著な遅延が認められた。これらの結果は、子どもの生活習
慣や養育環境の変化によるものと考えられ、これからの子どものより良い成育環境を構築していくための政策を
考え実施していく際の、大きな根拠となると思われる。また、変化の要因について、早急に詳細な究明が必要と
考えられ、今後行っていく予定である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



研究成果報告内容ファイル（郷間） 
 
１．研究の背景 

社会の諸構造の急激な変化と貧困や虐待など社会病理が目立つ環境の中で、現代は子育て・子

育ちが難しい状況にあるといわれている。子どもたちの様子を見ると、落ち着きのない子ども、

容易に困難さから回避する子ども、容易に「キレる」「ムカつく」など短絡的行為を示す子ども、

感情の不安定さや衝動コントロールの弱さを持った子どもが目立ってきていることは、かなり

以前からいわれているが改善される気配はない。また、通常学級に在籍している発達障害児の割

合は文部科学省の調査で 6.5％（2012）（2022 年の同調査では 8.8％と増加）であり、低学年ほ

ど高い割合を示している。 

このような状況の中、子どもたちの発達の詳細な実態やその変化、変化の原因などについて継

続的になされている研究はほとんどない。それは子どもの発達や行動について一定の方法と尺

度で長期にわたり評価していくことが困難であるためと考えられる。しかし我々は、新判K式発

達検査の標準化資料を用いてこれまでも継続して行ってきた。  

 

２．研究の目的 

（１）発達検査の標準化資料を用いて 1983 年、2001 年、2020 年版の標準化データを比較し、子

どもの発達の変遷を明らかにすることを第 1の目的とした。 

（２）変化が認められた場合はその要因について検討することを第 2の目的とした。 

（３）研究成果を本にまとめることを計画し第 3の目的とした。 

 

３．方法 

（１）新たに加わる2020年の3200余りの標準化資料のデータは、まず、発達検査の各課題につい

て、年齢別通過率（各年齢ごとの課題に合格した割合）や50％通過年齢（半分の子どもが合格す

る年齢）を求める。次いで、過去の年度の標準化資料のデータと比較し、1983年以降の子どもの

発達の変化の全体的特徴を検討する。また、1983年から2001年にかけて発達の遅延が著しかった

発達課題である「描画」「身体各部」「左右の弁別」「絵の叙述」などの項目や発達の促進が目

立った「色の名称」の項目について、2020年の子どもではどのような変化がみられるのか検討す

る。 

（２）養育環境や生活環境を調査し、発達に影響を与える要因を検討する。 

（３）研究成果の出版計画を立て、本の発刊を目指す。 

 

４．研究成果 

（１）1983 年から 2020 年までのおよそ 40 年間の子どもの発達は、全体的にみると大きな変

化はなかったが、いくつかの発達課題で顕著に促進した課題や遅延した課題がみられた。促進し

たのは「色の名称」課題で 4つの色を答える検査項目では 12 ヵ月の変化がみられた。遅延した



のは「図形模写」や「折り紙」課題であり、「正方形模写」「三角形模写」「菱形模写」では 9～11

ヵ月、折り紙を何回か折る検査項目である「折り紙Ⅱ」「折り紙Ⅲ」では 3～6ヵ月の変化が認め

られた。 

折り紙について、詳細に述べると、正方形の折り紙を 2 回折って 4 分の 1 の大きさの正方形

にする「折り紙Ⅱ」は 1983 年から 2020 年の約 40 年の間で 4か月，それをさらに対角線で折り

直角三角形をつくる「折り紙Ⅲ」は 6月遅れてきていた。そのため，今回「折り紙Ⅱ」「折り紙

Ⅲ」の検査用紙での配置が 2001 年版より一つ右側の高い年齢域に変更された。「折り紙Ⅲ」の約

20 年おきの年齢ごとの通過率のグラフを図２に示した。グラフは 1983 年から 2001 年，2020 年

へ経年的に右に移動しており，子ども全体の発達が遅延していることが示唆された。 

  

 一方、赤、青、黄、緑の４つの色を見て、色の名称を答える「色の名称」課題は、発達が一

貫して促進してきている課題で、40 年間の間に 12 か月促進していた。この課題の年齢別通過

率の変化を図３に示した。 
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図２.「折り紙Ⅲ」の発達の年代別変化
（1983年、2001年、2020年の標準化資料の比較）
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図３.「色の名称 4/4」の発達の年代別変化
（1983年、2001年、2020年の標準化資料の比較）
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 これらの発達の変化は、社会環境や養育環境などの急激な変化に伴い、子どもの認知や運動

の発達が変化してきたことが推測された。この変化をどうとらえ、どのように対応していくか

は今後の課題である。 

（２）ヘルシンキ大学との共同研究、 

これまでの検査結果についての新たな分析方法について、ヘルシンキ大学の Karri 

Silventoinen 教授に 2022 年に相談し、その原因としての環境要因、生活習慣の要因について、

ロジスティック分析を用いて共同研究を行うことになった。現在その結果の一部が出始めたと

ころであり、現在進行形である。 

（３）書籍の出版 

2023 年に我々の本研究の研究成果も含め、「新版 K 式発達検査による子どもの理解と発達支

援』（編者 郷間英世・清水里美」の出版を計画した。現在 12 人の原稿が集まり、校正中である。

2024 年 8 月にナカニシヤ出版（京都）より発刊の予定である。 
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